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美浜の環境シリーズ 77

募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　 務    課

企 画 政 策 課  

税　 務　 課

住 民 環 境 課

福　 祉　 課

健康づくり課 

商 工 観 光 課

農 林 水 産 課

土 木 建 築 課

学 校 教 育 課

はあとぴあ　３２－３１１１

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

文化財室　　３２－００２７

給食センター３２－２１１１

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

な び あ す   ３２－１２１２

生 涯 学 習 課 (なびあす内)
　　　　　　　３２－６７０９

出　 納　 室

議 会 事 務 局

上 下 水 道 課

町立図書館(なびあす内)　
　　　　　　３２－００８３

３２－６７００

３２－６７０１

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７０８

お知らせ

募集や案内等、さまざまな

nformation
募集や案内等、さまざまな募集や案内等、さまざまな

nfornforＩ

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

3
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の　

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

 

☎
32
︲
０
１
９
２

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

◆｢

お
お
き
く
な
っ
た
ね
会｣

● 

日 

時　

3
月
20
日(

金)

　

  　
　

  

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

● 

会 

場　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

体
育
館

● 

内 

容　

子
ど
も
の
成
長
を
皆
さ
ん
で

　
　
　
　

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

● 

対 

象　

在
宅
児
と
保
護
者

● 

申
し
込
み　

　

2
月
25
日(

水)

～
3
月
18
日(

水)

ひ
き
こ
も
り
講
演
会･

総
合
相
談
が

開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
︲
３
７
４
７

◆
講
演
会

● 

日 

時　

3
月
20
日(

金)

　

  　
　

  

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

● 

会 

場　

敦
賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

｢

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ｣

　
　
　
　
　
　

(

敦
賀
市
東
洋
町
4
︲
1)

● 

講 

師   

　

境　

泉
洋 

氏(

徳
島
大
学　

准
教
授)

● 

演 

題　

　

ひ
き
こ
も
り
の
実
態
と
そ
の
支
援
に

つ
い
て

● 

対 

象　

　

家
族
、相
談
機
関
職
員
、教
育
関
係
者
等

● 

参
加
費　

無
料

◆
総
合
相
談
会

● 

日 

時　

3
月
21
日(

土)

　

  　
　

  

午
後
1
時
～
4
時

● 

内 

容　

個
別
相
談

　

法
律
相
談
、
こ
こ
ろ
の
相
談(

精
神

　

科
医)

、
ひ
き
こ
も
り
相
談
、
生
活

　

･

就
労
相
談
、
ア
ル
コ
ー
ル･

ギ
ャ

　

ン
ブ
ル
等
依
存
症
相
談

● 

対 

象　

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
個
別
相
談
は
予
約
制
で
す
。
3
月
18
日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

会 

場　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

(

敦
賀
市
開
町
6
︲
5)

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会
が

　

開
催
さ
れ
ま
す

　

解
雇･

賃
金
等
、
労
使
関
係
の
悩
み
や

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
労
働
問
題
の
専
門

家(

福
井
県
労
働
委
員
会
委
員)

が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

● 

日 

時　

3
月
1
日(

日)

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

● 

会 

場　

敦
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

2
階
研
修
室

　
　
　
　

(

敦
賀
市
東
洋
町
1
︲
1)

※
秘
密
厳
守
、
予
約
は
不
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
５
９
７

｢3R 活動 ｣で環境を守ろう
　私たちは、生活の中でさまざまな資源を消費し、｢ ごみ ｣ として排出し
ています。しかし、地球上の資源には限りがあります。
　平成 24 年度から 25 年度にかけて、町のごみ排出量は減少傾向となっ
ていますが、1 人あたりのごみ排出量は、15g(1 日あたり ) 増加しています。
　町では、限りある資源の流れを ｢ 生産→消費→廃棄 ｣ の一方通行にせず、
繰り返し利用する ｢ 循環型社会 ｣ の実現に向けて取り組んでいます。
　今月号は、循環型社会の実現に向けて、皆さんが簡単にできる取り組み
｢3R 活動 ｣ を紹介します。

循環型社会の実現に向けて

　3R 活動で、最も重要で最初に行うことが Reduce｢ ごみにな

るものを減らす ｣ です。

　ごみを減らすためには、不要な物を買ったり貰ったりしない

ことや、買った物を最後まで無駄なく使い切ることが必要です。

　福井県では、食品ロス ( 賞味期限切れの食品や飲食店での食

べ残し等 ) を減らすため、｢ おいしいふくい食べきり運動 ｣ を

展開しています。県内の飲食店やホテル等、約 1,000 店舗が

食べきり運動協力店となり、ハーフサイズや小盛り等、食べ残

しがないように工夫したメニューや、持ち帰り可能なメニュー

の設定に取り組んでいます。

　また、「おいしいふくい食べきり運動 ｣ のホームページでは、

余った食材を使った料理のレシピ紹介や、外食や宴会における

食品ロスの削減方法等を紹介していますので、参考にしてくだ

さい。

　今後は、保育園に ｢ 食べきり運動のうた ｣ を収録した CD の

配布や寸劇、紙芝居等を実施し、子どもや若い世代への普及啓

発を図ります。また、各家庭の食品ロスの状況について、食べ

きり運動推進員がモニター調査を行い、今後の運動に活用する

予定です。皆さんのご協力をお願いします。

　Reuse とは、｢ 使い終わったものを再び使う ｣

ことです。

　牛乳ビンやビンビールのように、使用された容

器が再使用できるものを選んで購入することや、

いらなくなったものを欲しい人に譲ることも再使

用の一つです。

　Recycle は、｢ 使い終わった物をもう一度資源に戻して

使う ｣ ことです。

　町では、古紙や空き缶、ペットボトル等の資源ごみを分別

回収し、一部は業者へ売却することで、町の貴重な収入源に

しています。また、平成 18 年度より使用済み食用油を回収

し、石鹸等へ再生利用する取り組みを行っています。

educe　廃棄物の減量

生産

消費

廃棄

処理

Reuse

Recycle Reduce
再生利用 廃棄物の減量

再使用

Reuse　再使用 Recycle　再生利用

おいしいふくい食べきり運動ホームページ
http://info.pref.fukui.lg.jp/junkan/tabekiri/

←余った食材を使った
　料理のレシピ等が紹
　介されているホーム
　ページ

検 索おいしいふくい食べきり運動

　これらの 3R 活動を一人でも多くの方が実践することで、ごみの減量化に繋がります。

　町では、循環型社会の実現に向け、引き続き町民の皆さんが 3R 活動に取り組みやすい環境づくりや啓発

活動等に取り組んでいきます。

Rリデュース

リユース リサイクル

お知らせ
Mihama　Information
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お知らせ
Mihama　Information

年
金
 

ニ
ュ
ー
ス
 

年
金

ニ
ュ
ー
ス 納めた国民年金保険料は、

全額が社会保険料控除の
対象です

確定申告時には
控除証明書を
忘れずに

　　　民年金保険料は、所得税法及び地方税

　　　法上、健康保険や厚生年金等の社会保

険料を納付した場合と同様に、社会保険料控

除として、その年の課税所得から控除され、

税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成26年1月～

12月中に納めた保険料全額です。(過去の年

度分や追納保険料等も含みます)

　また、自身の保険料だけでなく配偶者や家

族の負担すべき国民年金保険料を支払ってい

る場合、その保険料も合わせて控除を受ける

ことができます。

国 平　　　成26年中に納付した国民年金保険料につ

　　　いて社会保険料控除を受けるためには、確

定申告を行う際に、領収証書等の保険料を支払っ

たことを証明する書類の添付が必要となります。

　国民年金保険料を納付された方には、日本年金

機構本部から11月または2月に｢社会保険料(国民

年金保険料)控除証明書｣を送付していますので、

申告書の提出の際には必ず添付してください。

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ

ん不慮の事故等、万一の時にも心強い味方です。

保険料は納め忘れのないようきちんと納めましょ

う。

※お問い合わせ先　日本年金機構敦賀年金事務所 ☎23-9902 

　

国
で
は
、
5
年
に
一
度
、
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
る
年
度
に
、
出
生
届
、
死
亡
届
、

死
産
届
、
婚
姻
届
、
離
婚
届
を
提
出
さ
れ

る
場
合
に
、｢

職
業｣

の
記
入
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

届
出
は
、
厚
生
労
働
省
の
実
施
す
る

｢

人
口
動
態
調
査｣

に
活
用
さ
れ
、
公
衆

衛
生
や
労
働
衛
生
、
社
会
福
祉
等
の
各
施

策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情
報
は
、
統

計
法
に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
の
届
出
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

平
成
27
年
度
に

出
生･
死
亡･

死
産･

婚
姻･

離
婚

　

の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

● 

対 

象　

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3

月
31
日
ま
で
の
出
生･

死
亡･

死
産･

婚

姻･

離
婚
の
届
出

※
記
入
す
る
職
業
の
分
類
名
は
、
町
住
民

環
境
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

竹
内)　
　
　

 

☎
32
︲
６
７
０
３

※
死
亡
届
に
つ
い
て
は
、
産
業
の
記
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計
算
し

て
い
ま
す
が
、
転
入
や
転
出
、
出
生
、
死

亡
等
に
よ
り
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ
た

時
は
、
町
上
下
水
道
課
へ「
下
水
道
世
帯

人
員
変
更
届
出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
単
身
赴
任
や
進
学
、
長
期
入
院

等
の
理
由
に
よ
り
美
浜
町
に
住
民
票
を
置

い
た
ま
ま
町
外
に
転
出
さ
れ
た
時
は
、
こ

の
届
け
出
に
よ
り
減
員
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
減
員
と
な
っ
た
方
が
世

帯
に
戻
ら
れ
た
時
に
は
、
必
ず
増
員
の
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

「
下
水
道
世
帯
人
員
変
更
届
出
書
」は
、

町
上
下
水
道
課
ま
た
は
町
住
民
環
境
課
窓

口
に
備
え
つ
け
て
あ
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

世
帯
人
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

﹁
下
水
道
世
帯
人
員
変
更
届
﹂の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

※
提
出
先･

お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
上
下
水
道
課(

担
当
・
武
田
）

☎
32
︲
１
３
４
１

HPhttp://w
w

w
.tow

n.m
iham

a.fukui.jp/

(

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
、｢

く
ら
し
の
情

報｣

の｢

上
下
水
道｣

を
選
択
し
て
く
だ

さ
い)

可
燃
ご
み
袋(

大)

の
代
替
品
使
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

昨
年
末
に
、家
庭
用
可
燃
ご
み
袋(

大)

の
製
造
工
場
が
全
焼
し
、
現
在
新
た
な
製

造
工
場
に
お
い
て
、
ご
み
袋
作
成
の
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　

町
で
は
、
新
製
品
が
作
成
で
き
る
4
月

中
旬
ま
で
の
間
、
次
の
と
お
り
代
替
品
を

作
成
し
、
町
内
の
取
り
扱
い
店
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
代
替
品
の
使
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

代
替
ご
み
袋　

● 

形
状　

平
袋
型

※
従
来
の
手
提
げ
形
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

価
格　

３
９
９
円(
20
枚
入･

税
込)

※
従
来
の
袋
と
同
価
格
で
す
。

※
現
在
使
用
し
て
い
る
可
燃
ご
み
袋(

大)

は
、
引
き
続
き
使
用
可
能
で
す
。

※
可
燃
ご
み
袋(

小)

、
業
務
用
ご
み
袋
、

不
燃
ご
み
袋
等
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

山
野)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

美
浜
町
食
生
活
改
善
推
進
員
を　
　

募
集
し
ま
す

● 

募
集
期
間　

　

3
月
9
日(

月)

～
4
月
17
日(

金)

● 

会 

場　

は
あ
と
ぴ
あ
他

※
お
問
い
合
わ
せ･

お
申
し
込
み
先

　

町
健
康
づ
く
り
課(

担
当･

山
内)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
１
３

● 

期 

間　

5
月
～
11
月
の
平
日

※
月
1
回･

計
13
時
間
程
度
で
す

● 

対
象　

　

町
内
在
住
で
、
健
康
や
料
理
、
食
に
関

　

す
る
内
容
に
関
心
が
あ
る
方

● 

募
集
人
員　

10
人

● 

参
加
費　

無
料

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
食
生
活
を
通

し
た
健
康
管
理
の
実
践
方
法
や
知
識
を
地

域
に
普
及
す
る
た
め
、
町
が
委
嘱
し
て
い

る
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
活
動
を
地
域
に
広
め
る

新
た
な
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、次
の
と

お
り
食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
者
に
は
、
養
成
講
座
を
受
講
し
て

も
ら
い
ま
す
。
受
講
終
了
後
は
、
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
、
地
域
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
で
活
動
し
て
も
ら
い
ま
す
。

｢

巻
き
寿
司
を
つ
く
ろ
う｣

が　
　

開
催
さ
れ
ま
す

● 

日 

時　

3
月
8
日(

日)

　

  　
　

  

午
前
10
時
～
正
午

● 

会 

場　

　

敦
賀
市
西
公
民
館
調
理
実
習
室

　

(

敦
賀
市
三
島
町
2
丁
目
19
番
8
号)

● 

講 

師   

　

河
村 

幸
江 

氏(

河
村
学
園
料
理
講
師)

● 

内 

容　

　

巻
き
寿
司
と
す
ま
し
汁
を
作
り
ま
す
。

● 

対 

象　

在
住
外
国
人

特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

● 

紡
績
業
、
化
学
繊
維
、
織
物
、

　

染
色
整
理
業･･･

時
間
額 

７
３
２
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

＋
7
円)

● 

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
　

 ･･･

時
間
額 

７
７
３
円(

＋
10
円)

● 

繊
維
機
械
、
金
属
加
工
機
械
製
造
業

　
　

 ･･･

時
間
額 

８
１
０
円(

＋
10
円)

● 

電
気
機
械
器
具
製
造
業

　
　

 ･･･

時
間
額 

７
７
６
円(

＋
13
円)

※｢

各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金｣

は
今

　

年
度
改
定
が
な
く
、
時
間
額
７
５
０
円

　

(

平
成
23
年
12
月
24
日
発
効)

で
す
。

※
衣
、
食
、
住
に
わ
た
る
各
種
商
品
を
一

　

括
し
て
1
事
業
所
で
小
売
す
る
事
業
所

　

の
う
ち
、
従
業
者
が
常
時
50
人
未
満
の

　

事
業
所
は｢

各
種
商
品
小
売
業｣

に
、

　

常
時
50
人
以
上
の
事
業
所
は
、｢

百
貨

　

店
、総
合
ス
ー
パ
ー｣

に
該
当
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
労
働
基
準
監
督
署　
　
　

 

☎
22
︲
０
７
４
５

● 

定 

員　

15
人(

要
申
し
込
み)

● 

参
加
費　

５
０
０
円

● 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

　

福
井
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、
在
住
外

国
人
の
方
に
日
本
の
文
化
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
料
理
体
験
を
開

催
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人 

福
井
県
国
際
交
流
協
会

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

☎
21
︲
３
４
５
５

　
　
　
　
　
　

 

F

 

A

 

X 

21
︲
３
４
４
１

　
　
　

メ
ー
ル　

rein
an

@
f-i-a.o

r.jp

          

HP  http://www.f-i-a.or.jp/reinan/

異
文
化
理
解
促
進
事
業

▼
養
成
講
座　

[

平
成
26
年
12
月
24
日
効
力
発
生]
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お知らせ
Mihama　Information

ふ
く
い
合
同
企
業
説
明
会
が　
　
　

開
催
さ
れ
ま
す　

　

福
井
県
で
は
、
大
学･

短
大･

高
専･

専
修
学
校
の
学
生
等
を
対
象
と
し
た
合
同

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日 

時　

3
月
7
日(

土)

　
　
　
　

 

午
前
11
時
～
午
後
5
時

※
午
前
10
時
30
分
～
受
付

● 

会 

場　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井

　
　
　
　

(

越
前
市
瓜
生
町
5
︲
1
︲
1)

● 

参
加
予
定
企
業　

２
０
０
社

● 

参
加
対
象
者　

　

大
学･

短
大･

高
専･

専
修
学
校
の
学
生

(

学
年
問
わ
ず)

と
そ
の
保
護
者
、
大
学
関

係
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
若
年
者

※
参
加
費
無
料
、事
前
登
録
は
不
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
労
働
政
策
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
３
９
０

会　   場　のれん会空き家管理センター(福井市御幸4丁目12－15)

相談例
・県外に転勤でしばらく我が家に住まないので、貸せるでしょうか。
・昔住んでいた我が家を売りたい。
・田舎暮らしがしたくて、県外から移住したい。
・家庭菜園ができる家を探している。

空き家相談総合窓口をご利用ください

※お問い合わせ先　　福井県不動産のれん会　☎0776‐21‐5151／FAX0776‐21‐5156

受付時間　午前9時～正午、午後1時～5時(土日祝は休み)

空き家の適正管理や活用(賃貸･売買)、解体等のさまざまな相談にご利用ください。

無 料

会　   場　パレア若狭 研修室B(三方上中郡若狭町市場18-18)

参 加 費　無料　

嶺南地域就農相談会が開催されます

※お問い合わせ先　　ふくい農林水産支援センター　☎0776‐21‐8311

嶺南地域で就農を考えている方を対象に、次のとおり就農相談会を開催します。

日　　時　3月7日(土)　午前10時～午後4時

対　　象

　

開
発
途
上
国
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
私
た
ち
の
技
術･

知
識･

経
験
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
扉
を
た
た
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

募
集
期
間
中
に｢

体
験
談
＆
説
明
会｣

を
実
施
し
ま
す
。
予
約･

参
加
費
は
不
要

で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
高
校
生
、
大
学
生
も

大
歓
迎
で
す
。

J
　

I
　

C
　

A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

● 

募
集
期
間

　

4
月
1
日(

水)

～
5
月
11
日(

月)

● 

職 

種

　

農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、
土
木

建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、
社
会
福

祉
、
観
光･

商
業
、
ス
ポ
ー
ツ 

等

▽
4
月
5
日(

日)

　

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

　

福
井
県
国
際
交
流
会
館

● 

体
験
談
＆
説
明
会
の
日
時･

場
所

● 

募
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
青
年
海
外
協
力
隊(

20
歳
～
39
歳
対
象)

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

  (

40
歳
～
69
歳
対
象)

▽
4
月
16
日(

木)

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

　

福
井
県
国
際
交
流
会
館

※
お
問
い
合
わ
せ･

相
談
窓
口

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸 ･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

☎
０
７
６
︲
２
３
３
︲
５
９
３
１

・
国
際
協
力
推
進
員･

福
井
県
デ
ス
ク

☎
０
７
７
６
︲
28
︲
８
８
０
０

　
　
　
　

 

HP w
w

w
.jica.go

.jp

◆
ふ
る
さ
と
企
業
魅
力
発
見
キ
ャ
リ
ア

フ
ェ
ア

研修･就農したい方、将来のために情報収集したい方等、農業に関心のある方であれば、
どなたでも参加できます。　

会場 日時 会場 参加企業

金沢 4月9日(木)
午後1時～4時

石川県地場産業振興センター
(金沢市鞍月2-1)
☎076-268-2010

45社

東京 4月12日(日)
午後1時～4時30分

東京都立産業貿易センター浜松
町館(東京都港区海岸1-7-8)
☎03-3434-4242

45社

大阪 4月18日(土)
午後1時～5時

OMMビル
(大阪市中央区大手前1-7-31)
☎06-6934-2020

60社

名古屋 4月19日(日)
午後1時～4時30分

愛知県産業労働センター
(名古屋市中村区名駅4-4-38)
☎052-571-6131

45社

◆
ふ
く
い
で
決
め
よ
う
U
タ
ー
ン
就
職

フ
ェ
ア

● 

参
加
対
象
者　

　

平
成
28
年
3
月
新
規
大
学
等(

大
学･

短
大･

高
専･

専
修
学
校)

卒
業
予
定
者
、

U･

I
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す
る
社
会
人

(

金
沢
会
場
を
除
く)

※
参
加
費
無
料
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
事

前
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

HP  h
ttp

://w
w

w
.h

ataraku
n
ara-fu

ku
i.jp

/

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
ブ
ラ
ン
ド
営
業
課

　

ふ
る
さ
と
営
業
室　
　

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
３
８
７

■ 日時･会場

内　　容 ふくい農林水産支援センター及び嶺南振興局担当者が、研修や就農に必要な事項等、
さまざまな相談に個別で応じます。

｢

国
家
公
務
員
採
用
試
験｣

が 　

開
催
さ
れ
ま
す

● 

第
一
次
試
験
日　

5
月
24
日(

日)

◆
総
合
職
試
験

　

(

院
卒
者･

大
卒
程
度
試
験)

● 

受
付
期
間　

　

4
月
1
日(

水)

～
4
月
8
日(

水)

● 

第
一
次
試
験
日　

6
月
14
日(

日)

◆
一
般
職
試
験(

大
卒
程
度
試
験)

● 

受
付
期
間　

　

4
月
9
日(

木)

～
4
月
20
日(

月)

※
受
験
案
内
等
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

HP h
ttp

://w
w

w
.jin

ji.go
.jp

/saiyo
/saiyo

.h
tm

※
受
験
申
し
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

HP h
ttp

://w
w

w
.jin

ji-sh
iken

.go
.jp

/ju
ken

.h
tm

l

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
中
部
事
務
局　

　
　
　

☎
０
５
２
︲
９
６
１
︲
６
８
３
８  

● 

日 

時　

3
月
25
日(

水)

　

  　
　

  

午
後
1
時
～
4
時

● 

会 

場　

町
役
場　

１
０
１
会
議
室

● 

申
し
込
み　

　

電
話
ま
た
は
F

 

A

 

X
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
予
約
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
当
日

受
付
も
可
能
で
す
。

● 

相
談
例　

・
登
記
名
義
が
先
々
代
の
ま
ま
で
す

・
相
続
人
の
中
に
行
方
の
分
か
ら
な
い
人

　

が
い
て
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
ま
せ
ん

・
ス
ム
ー
ズ
に
相
続
手
続
き
を
行
う
た
め

　

に
、
今
か
ら
遺
言
を
作
っ
て
お
き
た
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
司
法
書
士
会

　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
︲
30
︲
０
０
０
１

  　

 

F

 

A

 

X
０
７
７
６
︲
30
︲
０
０
０
２

● 

第
一
次
試
験
日　

6
月
7
日(

日)

◆
専
門
職
試
験(

大
卒
程
度
試
験)

・
航
空
管
制
官

・
法
務
省
専
門
職
員(

人
間
科
学)

・
国
税
専
門
官

・
財
務
専
門
官

・
労
働
基
準
監
督
官

・
皇
宮
護
衛
官

・
食
品
衛
生
監
視
員

● 

受
付
期
間　

　

4
月
1
日(

水)

～
4
月
13
日(

月)

● 

第
一
次
試
験
日　

5
月
17
日(

日)

◆
海
上
保
安
学
校
学
生(

特
別)

　

(

高
卒
程
度
試
験)

● 

受
付
期
間　

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

4
月
1
日(

水)

～
4
月
8
日(

水)

　

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　

4
月
1
日(

水)

～
4
月
3
日(

金)

相談料

司
法
書
士
相
続
な
ん
で
も
相
談
会　

が
開
催
さ
れ
ま
す
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まちの話題をお知らせします

美浜町子ども会かるた大会
美浜っ子たちが熱戦

↓読み手の声に反応し素早く札を取り合う児童たち

美浜冬まつりin新庄
美浜の冬を満喫

　2 月 7 日に、美浜冬まつり in 新庄が渓流の里 ( 新庄 )
で行われました。
　この催しは、新庄区が地域おこしを目的に毎年企画
しているもので、今年で 4 回目となります。
　会場では、BIG すべり台やバナナボート等のアトラク
ション、ソリ作り教室、雪だるまコンテスト等が行われ、
訪れた親子連れは 1 日中雪遊びを楽しんでいました。

　1 月 25 日に、美浜町子ども会かるた大会がはあと
ぴあで行われました。
　大会には、町内の各地区から 22 チーム約 80 人が参
加し、3 人 1 組によるトーナメント戦と初心者の部と
してちらし取り方式の試合が行われました。
　児童たちは、上の句が読まれると素早く反応し、目
の前の札を取り合っていました。

第46回町民バスケットボール大会
チームプレーでゴールを目指す

　2 月 8 日に、町民バスケットボール大会が総合体育館
で行われました。
　大会には、8 チーム、約 70 人が参加し、8 分 4 ピリ
オドのトーナメント戦が行われ、各チームとも素早いパ
ス回しやドリブルを駆使してゴールを奪っていました。
　大会結果は次のとおりです。
優勝 新庄 B　　準優勝 松原　　第 3 位 郷市 ･ 南市

第14回ルービンシュタイン国際ピアノコンクール入賞者ガラ･コンサート
世界屈指のピアニスト × なびあす ｢ ファツィオリ社製 F308｣

　1 月 27 日に、｢ ルービンシュタイン国際ピアノコンクール ｣ の
入賞者 3 人によるコンサートがなびあすで行われました。
　このコンサートは、昨年イスラエルで開催された同コンサート
において、ファツィオリ社製のピアノを演奏した 3 人の入賞を期
に、ファツィオリの日本総代理店 ｢ ピアノフォルティ㈱ ｣ が東京、
名古屋等で初の日本ツアーを企画したものです。
　ツアーの最後を飾るなびあすの会場には、県内外から約 450 人
が訪れ、躍動感溢れるピアノの演奏に魅了されていました。

↓スリル満点のバナナボートを楽しむ子どもたち

↓ルービンシュタイン国際ピアノコンクール
　ファイナリスト賞 ･ 聴衆賞
　マリア ･ マゾさん

↓華麗なテクニックで相手をかわしてシュートを放つ選手↓○×クイズで認知症の症状等を学ぶ美浜中学校生徒

認知症サポーター養成講座
認知症の方を地域で支えよう

　1 月 29 日に、認知症サポーター養成講座が美浜中学
校で行われました。
　この講座は、町民に認知症について正しい知識を習得
してもらい、認知症の方やその家族を地域で支えるため
に町高齢者支援センターが開催したものです。
　受講した 1 年生 79 人は、認知症の症状や認知症の方
への接し方等を熱心に学んでいました。

↑アンコールでは 3 人が連弾を披露

↓ルービンシュタイン国際ピアノコンクール
　第 2 位 スティーヴン ･ リンさん

↓ルービンシュタイン国際ピアノコンクール
　第 1 位 アントニー ･ バリシェフスキーさん

トーナメント

優　勝 河原市A
(石丸 陽登･石丸 和･林祐子)

準優勝 久々子Ａ
(森田 彰子･柴崎 帆香･武田 彩花)

3 位

北地区Ａ
(金森 穂花･織田 晋丈･宮下 妃　)
啓成Ａ
(秋山 聡真･森田 菜月･松林 和奏)

敢闘賞

河原市E
(知場 輝･大同 健斗･林 脩一)
啓成B
(一瀬 晃佑･松井 大輔･四ツ谷 玲旺)

　　ちらし取り(子ども会名)

1 位 髙木 陽菜 (新庄)

2 位 金松 美和 (木野)

↓げんげん運動の活動報告を行うモデル地区の代表者 ( 写真右 )

【大会結果 ( 敬称略 )】

※トーナメント戦の上位
　4 チームは、2 月 8 日開
　催の嶺南大会に出場しま
　した。

健康づくりフォーラム
健康づくりを広く町へ

　1 月 31 日に、健康づくりフォーラムがはあとぴあ
で行われました。
　この催しは、食生活による健康づくりを町に広める
ため、町と健康づくり推進協議会が開催したものです。
　当日は、げんげん運動の活動報告やヤマキ㈱による
減塩についての講演等が行われ、訪れた参加者は、食
を通した健康づくりについて知識を深めていました。



健
康･

福
祉･
子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放
送
局

す
こ
や
か
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※お問い合わせ先
　東部診療所(村寄医師)　☎37‐2911

新しい糖尿病治療薬

　　　代の流れとともに、生活や文化等にはさま
　　　ざまな変化がありますが、子育てにおい
ても同様です。｢離乳食前の果汁や白湯は与えな
くてもよい｣｢大人の唾液から虫歯がうつるためス
プーンの共有はしない｣等、昔はあたり前だった

時

※お問い合わせ先　
   子育て支援センター　☎32‐0192

ことが現代では禁止事項とされています。しか
し、祖父母世代の方が現代の子育て情報を得る機
会は少なく、また、現代の子育て世代において
も、核家族化が進む中で昔ながらの遊びやあやし
方、生活の知恵等を知る機会が減っています。
　子育て支援センターは、さまざまな世代の方が
子どもを遊ばせながら子育てや生活の知恵等、情
報交換をする場となっています。また、年に数回
開催している育児講座では、新しい子育て情報を
知ることができます。
　もうすぐお孫さんが生まれる祖父母の方や子育
て中の方、これから出産を迎える方等、ぜひ子育
て支援センターで情報交換をしてみてはいかがで
しょうか。

子育ての｢今と昔｣

東部診療所　村寄医師

　糖尿病は、血管の中に糖分がありすぎる病態
です。血管の中の糖分を減らすための薬とし
て、これまで次の6種類が使われてきました。

従来の糖尿病治療薬

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
づ
く
り
課(

担
当･

飯
田)  

☎
32
︲
６
７
１
３

　日本では、糖尿病や糖尿病予備軍として生活改善を試みている方が
非常に多くいます。
　今回は、日常臨床の場で使用されている糖尿病治療薬のお話です。

　

特
定
健
診
の
尿
検
査
で
、
1
日
に
摂
取

し
て
い
る
塩
分
量
が
わ
か
り
ま
す
。

　

健
康
診
査(

健
診)

は
、
自
分
の
健
康

を
確
認
す
る
良
い
機
会
で
す
。
年
に
一
度

は
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
を
見
直

す
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　最近では、全く新しいタイプの薬として、
｢血管の中に入った糖分を、尿中に捨てる薬｣
という画期的な薬が使われ始めました。尿中に
捨てるには、水分が必要になるため、こまめな
水分補給や尿路感染症の注意が必要ですが、糖
分を捨てるため、薬を飲み始めるとやせるとい
う効果も認められています。
　しかし、冷静に考えると、体に必要なため摂取
した糖分を捨てるというのも、おかしい感じもし
ます。このような薬が使われるくらい、現在の日
本の糖尿病問題は深刻になっているのです。

新薬 ついに糖を捨てる時代へ

　

な
ぜ
健
診
が
必
要
？

　

高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、
高
血
糖
等
の

症
状
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た

大
き
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
自
覚

症
状
が
出
る
前
か
ら
予
防
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
体
や

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善
す
る
き
っ

か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

▼
が
ん
健
診

　

日
本
人
の
3
人
に
1
人
は
、
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
、
早
期
に
治

療
す
れ
ば
完
治
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。早
期
の
う
ち
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、

年
に
一
度
の
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。(

乳
が
ん･

子
宮

が
ん
検
診
は
2
年
に
1
回
で
す
︶

1
日
の
塩
分
量
が
わ
か
る

※
集
団
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
が
対
象
と

な
り
ま
す

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3

月
31
日
の
間
に
、41
歳
、46
歳
、51
歳
、56
歳
、

61
歳
、
66
歳
、
71
歳
に
な
る
年
齢
は
が
ん

検
診
が
無
料
で
す
。
対
象
者
に
は
、
4
月

以
降
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
し
ま
す
。

特
定
年
齢
の
方
は
が
ん
検
診
が
無
料
！

※
子
宮
が
ん
検
診
は
、
21
歳
、
26
歳
、
31
歳
、

36
歳
を
含
み
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
胃
が
ん
検
診(

完
全

予
約
制)

を
年
3
回
実
施
し
ま
す
。
予
約

時
間
は
町
で
指
定
し
、
待
ち
時
間
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
調
整
し
ま
す
。

予
約
制
の
胃
が
ん
検
診
を
3
回
実
施

　
﹁
町
の
集
団
健
診
の
日
程
が
合
わ
な
い
﹂

と
い
う
方
は
、
県
内
の
指
定
医
療
機
関
で

個
別
に
健
診
を
受
診
で
き
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
に
は
、
町
か
ら
受
診
券
を
発
行
し

ま
す
。 病

院
で
受
け
る
個
別
健
診
を
実
施

健診受診希望調査にご協力をお願いします

■健診受診希望調査とは
　健診の申し込みや、受診状況を把握するための調査です。町の健診受診を希望する人は、調査票の
受診日と健診項目に○を記入してください。
　受診を希望しない場合でも、受診しない理由を記入の上、町健康づくり課まで提出してください。
　調査対象者は次のとおりです。
※調査票は 2 月中旬に発送済みです。

■対象者と提出方法

対
象
者

40歳以上の男性
20～39歳男性の美浜町国民健康保険加入者
または公的医療保険制度加入者

20歳以上の女性

※調査票の提出をもって予約となります。

■提出期限
平成 27 年 3 月 6 日 ( 金 )

提
出
方
法

必要事項を記入の上、調査票を返信用封筒
に入れて町の健康づくり課まで提出してく
ださい。

平
成
27
年
度 

町
の
特
定
健
診･

　

が
ん
検
診
の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

年
に
1
回
受
け
よ
う
！

特
定
健
診･

が
ん
検
診

1234

①小腸での糖分の消化や吸収を遅らせる薬
②肝臓にある栄養から糖分が作られないよう
　にする薬
③筋肉に働いて、糖分をたくさん消費させよ
　うとする薬
④糖分の処理に欠かせないインスリンを注射
　として使う薬
⑤膵

す い

臓
ぞ う

を刺激して、インスリンをたくさん産
　生させる薬
⑥膵臓に働くホルモンを調節することで血糖
　を下げようとする薬

↑さまざまな世代の方が情報交換を行う子育て支援センター
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ｌ1/1～1/31 受付分
（敬称略）慶弔慶弔

◎ご結婚
氏　名（ 旧 姓 ） 住　所

近　藤　剛　弘　＆　  (海　原)　暁　子 和　田

中面谷　直　輝　＆　  (山　田)　志　穂 丹　生

ふるさと昔
よもやま話
(35)

◎ご誕生

◎おくやみ

まちびと まちびと 

　町内で酪農を経営している
石丸　治さん(山上･石丸牧場)
のもとで、酪農の経営継承に
向けて技術習得に励んでいる

海
か い り

琉 　（3歳1ヶ月)ちゃん

　3歳になったよ☆今ハマってるのは

ウルトラマンと妖怪ウォッチ♡

　いつも大好きなはると兄ちゃんと

弟のれいくんと遊んでるんだ。

　4月からは保育園に行くよ！すごく

楽しみなんだ～♪

上登能　和哉 さん･ひろみ さん
　　　　　　　  (興道寺)の次男

氏　名 住 所 年齢 届出人

髙 木 静 枝 新 庄 101歳 髙 木 久 和

八　木　富美惠 郷 市 88歳 八 木 　 賢

松 坂 茂 一 興道寺 76歳 松 坂 勝 浩

森 山 俊 子 河原市 87歳 森 山 淸 和

金 松 シ ゲ 木 野 97歳 金 松 　 榮

大 塩 俊 夫 安 江 81歳 大 塩 　 稔

　ツ橋　は　る 松 原 101歳 　ツ橋  新  治

増 田 典 子 北 田 86歳 増 田 寛 之

髙 橋 冨 美 北 田 93歳 高  橋  弥惣司

石 丸 　 武 山 上 86歳 石 丸 幸 一

三 谷 　 速 坂 尻 74歳 三 谷 　 子

菅　野　ミヨ子 新 庄 84歳 　 野 廣 志

短　

歌　

氏　名 性別 父・母 住　所

田　村　泰　平 男      昌己・善子 興道寺

柄　本　航　汰 男      博志・麻由美 大　藪

市　原　陽　琉 男 　広輝・さやか 久々子

村　井　照　空 女 　  博明・和美 日　向

上　尾　澄　真 男   　航司・里絵 佐　野

黒　川　泰　至 男   　智弘・京子 佐　田

池　田　　　要 男   　　隆・枝里 佐　田

こたえ  ◯◯◯

－よこカギ－
①アケビ科のつる性落葉低木。果実は食用
②内側に存在すること
③国際映画祭で有名なフランスの都市
④おもちゃ
⑧秋田県にある日本で最も深い湖
⑩金品を預けること
⑫笑わせる寸劇
⑬温泉
－たてカギ－
①昨年話題になったディズニー映画で、エル
　サの妹
③足の裏の後ろの部分
⑤自転車競技による公営ギャンブル
⑥入国許可証明
⑦魚介類や野菜を酢味噌であえた料理
⑨愛媛県の旧国名
⑪いろいろな小魚
⑭中国大陸南東の島。美浜町にホームステイ
⑮音楽やファッション、アート等、ロックを
　中心に発生したサブカルチャー
⑯木の胴に弦を張った日本の伝統楽器

　締切りは、3月11日(水)（消印有効）です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお送
りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに送信
してください。
【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【QRコード】

●2月号の答え　松屋
●応募者総数は21人で20人正解でした。
　当選の発表は、記念品の発送をもってかえさせ
　ていただきます。

①

②

③

⑤ ⑥

⑧

④

⑭

⑬

⑦

⑨

⑪

⑫

★★

⑮

★

⑩

⑯

 ●応募方法
　★印のマスの文字を並べ替えると土地・地
区・場所の名称ができます。はがきに、答えと
住所、氏名(お便りも大歓迎！)を書いて、
｢広報みはまハートフルクイズ｣係(〒919-1192
美浜町郷市25-25）まで送ってください。

 こ　う　た

＊どのような牧場経営を目指していますか？

　自然が好きで、居･食･住を充
実するため、移住しました。
　将来は、米や野菜等も生産し
て直売所で販売する等、消費者
と直接結びつく農業を目指して
います。
　魅力ある農業経営をし、町内
外の若い人たちと一緒に農業を
していきたいです。

　

毎
月
発
行
し
て
い
る｢

広
報
み
は
ま｣

も
今
月
で
５
３
０
号
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
資
料
と
し
て
遺
る｢

広
報
み
は
ま｣

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

昭
和
29
年
2
月
に
美
浜
町
が
発
足
し
、

そ
の
年
の
4
月
に
第
1
号
と
な
る｢

美
浜

町
広
報｣

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
綿
田
町

長
の
就
任
の
辞
に
始
ま
り
、
議
会
や
役
場

の
機
構
、
町
制
実
施
祝
賀
祭
の
お
知
ら
せ

等
を
今
は
懐
か
し
い
手
書
き
原
稿
で
印
刷

し
て
い
ま
す
。
同
年
6
月
に
名
称
が｢

広

報
美
浜｣(

第
2
号)

と
な
り
、
翌
年
8

月
に
は
、
現
在
に
続
く｢

広
報
み
は
ま｣

(

第
6
号)

の
見
出
し
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
号
よ
り
、
手
書
き
か
ら
活
版

印
刷
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
体
裁
を
見
る

と
、
昭
和
44
年
ま
で
は
一
枚
も
の
の
裏
表

で
、今
の
よ
う
な
雑
誌
型
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
45
年
1
月(

第
37
号)

か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
情
報
量
が
多
く
な
り
、
写
真

も
増
え
、
読
み
応
え
の
あ
る
広
報
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
ば

か
り
で
な
く
、
町
の
話
題
等
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
年
間
を
通
し
毎
月
発

行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
50
年

か
ら
。
最
初
の
頃
は
不
定
期
に
年
3
～
4

回
、
昭
和
48
年
頃
か
ら
は
、
10
回
程
発
行

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
初
期
の
第
15
号(

昭
和
33

年
8
月)

の
話
題
か
ら
ひ
と
つ
。
こ
の
号

の
№
１
記
事
は
、
8
月
16
日
開
催
の｢

N

 

H
 

K
夏
期
移
動
相
談(

於
弥
美
小
学
校)｣

で
す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
方
の
中

に
は
、
行
か
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
前
夜
祭
に
は
、
盆
踊
り

や
花
火
打
ち
上
げ
が
校
庭
で
催
さ
れ
、
当

日
は
ラ
ジ
オ
体
操(
中
継
放
送)

に
始
ま

り
、
健
康
相
談･

薬
事
薬
局
相
談･

法
律

相
談
等
が
録
音
番
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
農
業
講
演
会
や
婦
人
の
つ
ど

い
、
N

 

H

 

K
の
受
信
機
相
談
も
あ
り
、
最

大
の
楽
し
み
の
音
楽
会
や
演
芸
会
と
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
そ
の
中
に｢

声
く
ら
べ

腕
く
ら
べ
子
供
音
楽
会｣

と
い
う
の
を
見

つ
け
ま
し
た
。
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
こ

の
記
事
と
町
民
か
ら
町
誌
編
纂
室
に
提
供

さ
れ
た
一
枚
の
写
真
が
結
び
つ
い
て
い
る

の
が
分
か
り
、
あ
る
年
の
文
化
祭
に
そ
の

写
真
を
展
示
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
複
数
の
資
料
の
結
び
つ
き

で
、
年
月
日
が
分
か
っ
た
り
、
内
容
の
詳

細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り
と
、
資
料
と
し

　
床
に
つ
き
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
歴
史
の
本

　
　

し
ば
ら
く
読
み
て
古
代
偲
べ
り

　
　
　
　
　

 

亀
谷

　茂
（
早

　瀬
）

記
録
的
三
十
七
度
の
猛
暑
日
も

　
　

師
走
に
入
れ
ば
今
は
懐
か
し

　
　
　
　
　

 

前
田

　喜
美
子
（
佐

　野
）

大
し
け
の
続
く
師
走
に
蟹
漁
の

　
　

苦
渋
の
漁
師
ア
ッ
プ
で
写
る

　
　
　
　
　

 

松
下

　幸
子
（
久
々
子
）

初
詣
で
に
引
き
し
お
み
く
じ
大
吉
な
り

　
　

明
る
き
兆
し
感
じ
る
今
朝
は

　
　
　
　
　

 

川
﨑

　和
美
（
久
々
子
）

盛
り
上
が
り
う
ね
る
波
間
の
地
平
よ
り

　
　

漁
船
が
ひ
と
つ
海
開
き
く
る

　
　
　
　
　

 

濵
野

　信
江
（
久
々
子
）

て
裏
付
け
さ
れ
確
か
な
も
の
と
な
る
時
が

あ
り
ま
す
。
町
誌
編
纂
時
に
資
史
料
の
登

録
を
担
当
し
て
い
た
私
は
、
こ
の
よ
う
な

些
細
な
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

広
報
紙
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
大
切
な

お
知
ら
せ
を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
や
少
し

ホ
ッ
と
で
き
る
よ
う
な
話
題
を
提
供
し
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う
制
作

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
積
み
重

ね
が
、
時
を
経
た
時
に
、｢

美
浜
の
歴
史

が
分
か
る
資
料｣

の
一
つ
と
な
る
の
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
文
化
財
室)

 　は　　　る

↑弥美小学校講堂での ｢ 子供音楽会 ｣( 録音放送 )

た い へ い

博

塩
し お の

野 洋
よ う

　さん

貴重な資料
　　　｢ 広報みはま ｣

菅

 (山上)

 　て　　　ら

 と　う　ま

 た　い　し

 かなめ

萱
か や も り

森 健
け ん た

太　さん  (佐柿)

　農業の｢辛い･休日がない｣
等、これまでのイメージを無く
し、会社経営として成り立たせ
ることが目標です。
　将来は、見学者や観光客、新
規就農者等の受入れも積極的に
行いたいと思っています。
　美浜町の皆さんよろしくお願
いします。

塩野さん 萱森さん

[写真左] [写真右]
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平成 27 年 3月■くらしのカレンダー■

 

今
月
号
は
、台
湾
新
北
市
石
門
区
か
ら
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
訪
れ
た
石
門
國
民
中
学
生
と
、美

浜
中
学
生
の
交
流
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
昨
年
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
台
湾
新
北

市
石
門
区
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
美
浜
中
学
生

16
人
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
再
会
を
心
か
ら
喜

び
、一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。こ
の
広
い
世
界
の
中
で
巡
り
合
っ
た

両
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、こ
の
出
会
い
を
通

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、固

い
絆
で
結
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。　

 

さ
ら
に
、交
流
事
業
が
終
わ
っ
た
現
在
も
、生

徒
た
ち
は
L
I
N
E
等
の
S
N
S（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
交
友
関
係
を
構
築
す
る
サ
ー
ビ

ス
）で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
交
流
事
業
が
始
ま
っ
た
平
成
2
年
の

頃
か
ら
比
べ
る
と
、信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す

が
、時
代
の
進
歩
に
よ
っ
て
、気
持
ち
の
つ
な
が

り
だ
け
で
な
く
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
連
絡
を
取

り
合
う
こ
と
で
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
、世

界
は
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
両
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
交
流
が
、こ
れ
か

ら
も
末
長
く
続
き
、こ
の
交
流
事
業
が
今
後
ま

す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。（
樹
）

▽
表
紙
の
写
真

　
3
月
3
日
の「
桃
の
節
句
」を
前
に
、自
宅
に

飾
ら
れ
た
華
や
か
な
ひ
な
人
形
の
前
で
、ひ
な

祭
り
の
歌
を
親
子
で
元
気
に
歌
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)

(北･南地区)

(河原市･南市･栄区)

(東地区)

29（日）
30（月）
31（火）

最新の情報はケーブルテレビの
行政チャンネル (091ch) でご確認ください

人口の動き

平成27年2月1日現在

人口総数
  10,086人
男 4,905人
女 5,181人

前月比
（－   6）
（－   1）
（－   5）

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、2月 17日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。　●毎週金曜日は　 　　　　　　です。　
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

企
画
政
策
課世帯数

3,709世帯 (－   3)

15（日）
16（月）

14（土）

13（金）

12（木）

11（水）

10（火）

9（月）

8（日）

7（土）
6（金）
5（木）
4（水）
3（火）

27（金）

26（木）

25（水）

24（火）

23（月）

21（土）

22（日）

20（金）

19（木）

18（水）

17（火）
1（日）
2（月）

  9:00～卒業式(丹生小学校･新庄小学校)
11:00～閉校式(新庄小学校)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:00～土地建物登記法律相談(はあとぴあ)

  9:30～卒業式(美浜東小学校･美浜南小学校)
13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)
14:00～閉校式(丹生小学校･丹生分校)

  9:30～卒業式(美浜北小学校･弥美小学校･
　　　　　　　　　　　　　　　　菅浜小学校)

  9:00～閉校式(美浜南小学校)
10:15～さくらんぼひろば｢おおきくなったね会｣
　　　　(子育て支援センター)
11:00～閉校式(美浜北小学校)

春分の日
第10回全国中学校選抜ボート大会
　　　　　(県立久々子湖ボートコース)～23日

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)
14:00～ポルタDe’ファツィオリ
　　　　ちょっと気軽にコンサート
　　　　｢スプリングコンサート｣(なびあす)

  9:00～閉校式(弥美小学校)
11:00～閉校式(菅浜小学校)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:00～卒園式(みずうみ保育園･せせらぎ保育園･  
　　　　あおなみ保育園)
13:00～1歳6ヶ月児健診(はあとぴあ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:00～町民卓球大会(総合体育館)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)
  9:00～ニュースポーツフェスティバル
                                                   (総合体育館)

  9:30～卒業式(美浜中学校)
  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)
  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

19:00～人権を考えるつどい2014
　　　　　映画｢ある精肉店のはなし｣(なびあす)

13:30～1歳児健診(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)
10:00～ミニさくらんぼ(なびあす)
10:00～閉校式(美浜東小学校)

  9:00～町民剣道大会(美浜南小学校体育館)

 

28（土）
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